
評価対象項目
協力者の評価

（出来ていること、課題）
受講生から見た評価

今の状況や今後の予定について説明しているか

（具体例）

・声掛けの際にさりげなく時間、場所、予定を伝える

・他の高齢者の事を説明し、理解してもらう

・居室で話を聞き不安なことについて一つづつ説明する

・筆談を利用して家の状況や利用の説明をする

否定せず、説明せず、本人の話に共感して、頷いて聞いているか

本人が話したいとき、ペースを合わせて会話しているか

本人が分かりやすい言葉を使用しているか

短い文章や言葉で話をしているか

静かな場所で、周囲の雑音がないようにしているか

タイミングに応じた声掛けができているか

状況に応じて声掛けの量の増減ができているか

（具体例）

・職員がかかわる時間を増やし、マンツーマンでかかわる

・状況に応じて付き添ったり、見守る時間を増減しているか

（具体例）

・一緒にいる時間を増やす

状況に応じて無理をせず見守りをしているか

信頼関係に応じてスキンシップができているか

非言語コミュニケーションを活用しているか

その他工夫していること

【介護方法③】　
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